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第 3 回横山書芸賞 募集要項 

一、趣旨 

桃園市立美術館｜横山書法芸術館は、異なる文化的伝統およびメディア・技

術を結びつけ、書法芸術の多様な側面と課題を広げるとともに、アジアにお

ける書法芸術のプラットフォームを構築することを目的として、本賞を開催

する。本賞は、開拓性および時代性を備えた書法芸術のキュレーションまた

は表現を奨励するものである。 

二、応募資格 

（一）応募者の国籍は問わず、個人または団体のいずれも応募することがで

きる。 

（二）応募者は満 18 歳以上でなければならない。18 歳未満の者は、法定代

理人の書面による同意書を取得しなければならない。 

（三）本要項にいう「団体」とは、共同して応募する意思を有する 2 名以上

の組合せを指し、法人格の有無を問わない。法人格を有しない団体の名義で

応募する場合は、代表者 1 名を指定し、団体の全構成員が共同で代表者に対

する授権委任状を作成し、本賞に関する権利義務の行使を委任しなければな

らない。 

三、受理しないもの 

（一）政府機関または学校が主催するグループ展、卒業制作展、授業成果

展、または性質上、政府機関もしくは学校の日常業務に属する展覧会。 

（二）本企画の内容、すなわちキュレーション・ステートメントおよび出展

作品の過半数の組合せ形式を含む内容が、過去に同一または実質的に同一の

形式で公開展示されたことがあるもの。ただし、個別の作品が過去に公開さ

れたことがあっても、新たなキュレーション・ステートメントによって統合

し提示する場合は、この限りではない。 
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四、応募資料：英語必須、中国語・日本語・韓国語

は任意提出 

（一）応募者および出展者に関する資料 

（二）展覧会または芸術表現企画書 

1. キュレーター／応募代表者の学歴・経歴 

※過去の展覧会実績、受賞歴、専門的背景等を含む。 

2. 企画論述 

英語 1,000 語を目安とする。任意提出言語については 2,000 字を目安と

する。 

3. 展覧会作品参考資料表および作品の鮮明な画像ファイル 

4. 展示会場または芸術表現現場の設計図 

5. 教育普及活動計画 

6. 経費予算および項目別明細 

7. 作業日程 

8. 出展者／貸出者の同意書、誓約書および個人情報に関する声明書 

9. 前号の同意書、誓約書および個人情報に関する声明書の様式は、主催

者が所定の様式を提供し、横山賞公式サイトにて公告する。応募者は

主催者が提供する所定様式を使用しなければならず、自ら変更しては

ならない。 

（三）応募に関する注意事項 

1. 本賞はオンライン応募のみを受け付ける。横山賞公式サイトより応募

すること。紙媒体による応募は受け付けない。 

2. 応募資料は、主催者および横山賞公式サイトの関連規定または指示に

従って記入すること。 

3. 企画書は Word ファイルおよび PDF ファイルをアップロードするこ

と。各ファイルの容量は 10MB 以内とする。 

4. 同意書、誓約書および個人情報に関する声明書は、単一の PDF ファイ

ルに統合してアップロードすること。ファイル容量は 10MB 以内とす

る。 

5. 応募時には、すべての出展作家および貸出者の書面による同意書を取

得していなければならない。作家数が多く、実務上やむを得ず困難な

場合は、少なくとも 4 分の 3 以上の書面による同意書を取得し、あわ
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せて、すでに策定された代替案および当該代替案と原企画との適合性

に関する説明を添付しなければならない。 

6. 応募企画が複数名による共同制作である場合、応募者はすべての共同

制作者の書面による同意書を取得しなければならない。これに違反し

た場合、応募者は完全な責任を負い、主催者が被ったすべての損害、

すなわち弁護士費用、和解金および訴訟費用を含む損害を賠償しなけ

ればならない。 

7. 団体応募の場合は、団体構成員の名簿を詳しく記載し、本賞に関する

権利義務を行使する代表者 1 名を指定しなければならない。 

五、応募日程 

作業項

目 

日時（いずれも台

湾時間） 
備考 

応募受

付 

2026 年 9 月 1 日午

前 10 時から 11 月

30 日午後 5 時まで 

オンライン応募のみ。横山賞公式サイトより応

募すること。 

ファイ

ナリス

ト発表 

2027 年 3 月予定 

横山賞公式サイトおよび桃園市立美術館公式サ

イトにて発表する。ファイナリストには電子メ

ールで通知し、選外者には個別に通知しない。 

最終審

査会発

表 

2027 年 5 月予定 

ファイナリストによるプレゼンテーションは、

原則として現地での発表とする。台湾域外のフ

ァイナリストはオンライン発表に変更すること

ができる。 

受賞発

表 
2027 年 6 月予定 

横山賞公式サイトおよび桃園市立美術館公式サ

イトにて発表し、受賞者には電子メールまたは

書面で通知する。 

受賞者

新規展

覧会の

開催 

主催者と受賞者の

協議により別途定

める。 

 

注：本表の日程に変更がある場合は、主催者の通知をもって準拠する。変更

がある場合、主催者は遅くとも当初予定日の 30 日前までに、横山賞公式サイ

トにて新たな日程を公告しなければならない。 
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六、審査の流れ 

審査は、資格審査、一次審査、最終審査の三段階に分けて行う。 

（一）資格審査：主催者が応募資料を審査する。 

（二）一次審査：主催者が専門家・学識経験者を招聘して一次審査委員会を

構成し、応募資料を審査のうえ、ファイナリストを決定する。ファイナリス

トに選出された企画について、主催者は別途電子メールにより通知し、企画

に関する関連資料の提供および企画プレゼンテーションの準備を求めること

ができる。これらは最終審査の参考資料とする。 

（三）最終審査：主催者が専門家・学識経験者を招聘して最終審査委員会を

構成し、ファイナリストを対象に最終審査を行い、最終審査会を開催する。

ファイナリストとなった応募者は、代表者を最大 2 名まで派遣して最終審査

会に出席し、会議において企画内容を詳細に説明しなければならない。キュ

レーション理念、空間計画・設計、研究報告等のすべての補助資料は、ファ

イナリストである応募者の代表者が会議において報告するものとする。 

最終審査会の日時および場所は主催者が決定する。ファイナリストである応

募者の代表者は、主催者の求めに応じて出席しなければならない。発表は原

則として現地での発表とし、台湾域外のファイナリストの代表者はオンライ

ン発表に変更することができる。正当な理由なく欠席した場合は、資格を放

棄したものとみなす。最終審査委員会は、ファイナリストの資料およびプレ

ゼンテーションを評価したうえで、受賞者を決定する。 

（四）ファイナリストの展覧会企画が最終審査委員会の認める基準に達しな

い場合、本賞は該当者なしとすることができる。 

七、賞 

（一）受賞企画は 1 件とする。主催者は、受賞者に対し、3 年以内に横山書

法芸術館において新規展覧会を開催することを優先的に委託する。主催者が

承認し支払う展覧会経費は、新台湾ドル 200 万元、税込を上限とする。ま

た、委託契約締結後、賞金として新台湾ドル 30 万元および賞状 1 通を授与す

る。 
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受賞者が、主催者から委託の通知および依頼を受けた日から 3 か月が満了す

るまでに契約を締結しない場合、主催者は委託を行わないことができる。こ

の場合、受賞者はこれを理由として損害賠償を請求することはできない。展

覧会経費の額は年度予算に基づき実費精算により支払う。予算が承認されな

い場合、または削減された場合、主催者は委託を調整または取り消すことが

でき、受賞者はこれを理由として損害賠償を請求することはできない。 

（二）ファイナリストは 5 件以内とし、それぞれに賞金新台湾ドル 3 万元お

よび賞状 1 通を授与する。 

八、注意事項 

（一）応募する作品、展覧会企画または表現に関する内容は、盗作、剽窃、

または著作権、商標権その他の知的財産権に関する法令に違反するものであ

ってはならない。 

前述の内容について第三者が自己の権利を侵害されたと主張した場合、主催

者は応募者に対し、期限を定めて説明の提出を求めることができる。期限内

に説明が提出されない場合、または提出された説明が疑義を解消するに足り

ない場合、主催者はその権利行使を停止し、応募、ファイナリストまたは受

賞資格を取り消し、すでに支払った賞金および経費を返還させることができ

る。 

応募内容が第三者の権利を侵害した場合、応募者は一切の法的責任を自ら負

うものとする。第三者が主催者に対していかなる請求または訴訟を行った場

合も、応募者は無条件にその処理を引き受け、主催者が被ったすべての損害

を賠償しなければならない。当該損害には、弁護士費用、和解金、訴訟費用

および名誉上の損害を含むが、これらに限られない。 

応募者または出展者の言動により主催者の名誉または権益が損なわれた場

合、主催者はその法的責任を追及することができるほか、応募、ファイナリ

ストまたは受賞資格を取り消し、すでに支払った賞金および経費を返還させ

ることができる。 

（二）応募する作品、キュレーション・ステートメント、作品画像、展示会

場設計図およびその他の創作内容は、生成 AI、を含むがこれらに限られない

大規模言語モデル、画像生成モデル、テキスト・トゥ・イメージモデルを含

むがこれらに限られないものにより、その全部または主要部分が生成された

ものであってはならない。 



6 
 

応募者が創作または企画の過程において生成 AI を補助ツールとして使用した

場合は、応募時に書面により、使用範囲、ツール名、使用目的および最終成

果に占める割合を具体的に開示しなければならない。前記の禁止規定に違反

した場合、または開示内容に虚偽があった場合、主催者は前項の規定に従っ

て処理することができる。 

（三）応募者は、記入した資料が完全、正確かつ有効であることを保証しな

ければならない。記入資料の不備、誤りまたは無効により審査結果に影響が

生じた場合、主催者は一切責任を負わない。 

前述の資料について、事後に虚偽または事実と異なる内容が発見された場

合、主催者はファイナリストまたは受賞資格を取り消し、すでに支払った賞

金および経費を返還させることができる。情状が重大である場合、主催者は

その後 3 回にわたり、当該応募者の本賞への応募を禁止することができる。 

（四）新規展覧会の会期、主催者が支払う展覧会費用の額およびその他の制

作詳細は、主催者と受賞者の協議により、別途契約で定める。主催者が支払

う展覧会費用の額に不足がある場合、追加費用は受賞者が自ら負担するもの

とする。 

（五）受賞者は、主催者から委託の通知および依頼を受けた日から 3 か月以

内に、受賞者代表者が受賞企画案に基づき主催者と委託契約を締結しなけれ

ばならない。契約条件は、政府採購法、機関芸術文化調達弁法および関連法

令に従って処理し、また関連税法の規定に従って税負担を負うものとする。 

受賞者が何らかの理由により予定どおり展覧会を開催できない場合、受賞者

代表者は、主催者から委託の通知および依頼を受けた日から 3 か月以内に、

書面により主催者に通知しなければならない。受賞者が前述の期限を遵守で

きない場合、主催者はその展示資格を取り消し、すでに支払った関連費用を

返還させることができる。また、当該受賞者はその後 3 回にわたり本賞に応

募することができない。 

（六）受賞者の賞金は、主催者との委託展覧会契約の締結後、主催者が当該

契約に基づき授与する。 

（七）受賞者が主催者から委託の依頼を受けた後、新規展覧会を開催できな

い場合、主催者は別途ファイナリストに委託を依頼し、横山書法芸術館にお

いて新規展覧会を開催するものとする。 
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（八）委託を受けた展覧会または表現の最終的な提示内容を修正する場合、

キュレーション理念、主要作品の配置または展示構成について重大な変更を

行ってはならない。重大な変更に該当する場合は、事前に主催者の書面によ

る同意を得たうえで行わなければならない。本項にいう重大な変更に該当す

るか否かは、主催者が審査のうえ判断する。 

（九）主催者から新規展覧会の開催を委託された者は、本賞に関連する広報

・普及活動に参加しなければならない。 

（十）主催者から新規展覧会の開催を委託された者の代表者が、台湾域外に

居住する外国籍者、または台湾域外に居住する台湾籍者である場合、主催者

は、展覧会の展示設営期間および開幕期間において、それぞれ 1 名分の往復

航空券費用を補助する。 

補助額はエコノミークラス往復航空券を上限とし、主催者が実費確認のうえ

承認した実際の支払額を基準とする。航空券の購入方法、精算手続および必

要書類、すなわち搭乗券、領収書原本等については、主催者の関連規定に従

って処理する。詳細は委託展覧会契約において定める。 

（十一）応募者は、本要項に定める関連する義務および権利を承認したもの

とみなし、かつ本要項および関連規定の解釈、改訂および補充がすべての応

募者に一律に適用されることに同意するものとする。 

本要項に定めのない事項について、主催者は改訂および補充を行う権利を有

し、横山賞公式サイトにて公告し、または契約に明記するものとする。改訂

または補充は、公告の日から効力を生じる。応募者が本要項の条文について

疑義を有する場合は、応募前に書面により主催者に照会しなければならな

い。応募後は、解釈が不明確であることを理由として無効を主張することは

できない。 

（十二）応募内容の著作権および許諾 

1. 応募者は、提出する応募資料について完全な著作権を有しているこ

と、または適法な許諾を取得していることを保証する。 

2. 応募者は、主催者が応募、審査、受賞発表およびその後の広報活動に

おいて、桃園市立美術館、横山書法芸術館、主催者の協力メディアお

よびオンラインプラットフォーム上で、応募資料を無償かつ別途報酬

を支払うことなく、非独占的な方法により、複製、公衆送信、公開展

示、編集および改作して利用することに同意する。 
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3. 受賞展覧会の記録、すなわち写真、映像、インタビューを含む記録の

著作権および関連する権利は、主催者に帰属する。 

4. 前述の許諾は、応募者がその原著作物について有する完全な著作権に

影響を及ぼさない。 

（十三）個人情報保護：主催者は、応募者が提供した個人情報について、台

湾「個人資料保護法」の規定に従い、本賞の応募、審査、授賞、委託契約の

履行、税務申告および関連業務の範囲内で使用する。応募者は、個人資料保

護法第 3 条に基づき、照会、訂正、削除等の権利を行使することができる。

個人情報の保存期間は、受賞発表後 10 年間とし、期間満了後は、別段の法令

の定めがある場合を除き、主催者がこれを廃棄するものとする。 

（十四）紛争解決および準拠法：本賞およびこれに関連する契約から生じる

紛争について、双方はまず協議により解決することに同意する。協議により

解決できない場合、双方は台湾桃園地方裁判所を第一審の管轄裁判所とする

ことに合意する。本要項および関連契約の解釈ならびに紛争については、中

華民国法を準拠法とする。 

指導機関 

桃園市政府、桃園市議会、桃園市政府文化局 

主催 

桃園市立美術館 

応募サイト 

横山賞公式サイト 

https://www.tmofa-hengshanawards.com.tw/ 

詳細は横山賞公式サイトをご確認ください。 

お問い合わせ 

tmofa80012134@gmail.com 

電話：+886-3-287-6176（内線 101） 陳まで 

https://www.tmofa-hengshanawards.com.tw/
mailto:tmofa80012134@gmail.com

